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《2024年度｜全体フォーラム》
共生社会、その根源にある福祉の思想の発信

～これまで、そして、これから～

【厚生労働省主催】　令和６年度 共生社会等に関する基本理念等普及啓発事業

全ての国民が、障害をはじめとする生きづらさの有無によって分け隔てられることなく、誰もが等

しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるものであるという共生社会の理

念等について学び、自らの実践につなげ、さらには所属や地域社会に向けて普及啓発していく人

材の養成を目的に全国各地で展開してきた「共生社会フォーラム」。

今回は総括となる全体フォーラムとして、福祉関係者を中心に全国から参加するアメニティー

フォーラムの同日・同所にて「共生社会フォーラム」を開催します。

2025年２月７日（金）12：00～13：50
びわ湖大津プリンスホテル（滋賀県大津市におの浜4－7－7）

参加定員 ：３００名  ／  参加無料【要申込】

実施・申込・問合せ 公益財団法人 糸賀一雄記念財団
〒525ｰ0072 滋賀県草津市笠山７丁目8ｰ138 滋賀県立長寿社会福祉センター内
TEL  077ｰ567ｰ1707　FAX 077ｰ567ｰ1708　E-mail itoga@itogazaidan.jp

《注：これまで開催してきた共生社会フォーラムと異なり、グループワーク研修はありません》

参加申込は、ホームページ（http://www.itogazaidan.jp)に掲載の様式に必要事項を記入の上、
FAXまたはメールにてご送付ください。様式の入手が難しい方はお電話にてお問い合わせください。
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12：00～12：40　オープニングトーク

今年度の糸賀一雄記念賞・糸賀一雄記念未来賞受賞者の活動やあゆみをスライドを使ってご紹介します。

第26回糸賀一雄記念賞『パンジーメディア』
第10回糸賀一雄記念未来賞『堀口旬一朗さん（社会福祉法人清心会アンバサダー）』
［紹介者］ 尾上 浩二 ＤＰＩ日本会議 副議長 ／ 岡部 浩之 社会福祉法人清心会 理事長
［聞き手］ 白根 有子 東京演劇集団風俳優

12：40～13：50　共生社会フォーラム2024　全体フォーラム
「共生社会、その根源にある福祉の思想の発信 ～これまで、そして、これから～」

12：40～13：10　基調講演
［講師］  野澤 和弘  植草学園大学副学長
 1983年毎日新聞社入社。2007年から夕刊編集部長。2009年から論説委員。
 障害・福祉分野に長く取り組み、現在も講演活動などで広く活動中。

13：10～13：50　シンポジウム
2018年から取り組んできた共生社会フォーラムは、共生社会の実現に欠かせない語りかけ、やまゆり園事
件に対するさまざまな考え方への向き合い方などについての研修などを行ってきました。7年目を迎え、こ
れまでの総括と今後の展望について意見交換を行います。

 ［シンポジスト］ 野澤 和弘 植草学園大学副学長 
  宇佐美 幸恵 株式会社ＰＢコミュニケーションズ代表取締役
  奥 博 社会福祉法人しがぎん福祉基金監事
  市川 忠稔 社会福祉法人滋賀県社会福祉協議会会長
  辻  哲夫 公益財団法人糸賀一雄記念財団理事長

 ［進行］ 本後 健 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課長

［会場］ びわ湖大津プリンスホテル
JR大津駅から無料シャトルバスまたはタクシーで約10分。
名神高速道路大津I.C.より3.7km（約10分）。
京滋バイパス石山I.C.から422号経由で6.9km（約15分）。
※駐車場は台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

同会場にて、第28回アメニティーフォーラム
（主催：アメニティーフォーラム実行委員会）が
同時開催されています。


